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まちづくり懇談会議事録 

 

日 時：平成 29年 11 月 15 日（水） 18：30～20：05 

場 所：農村環境改善センター（2階）研修室Ｂ 

出席者：14 人 

 

１．開会 

２．町長挨拶 

３．町からの情報提供 

(1)栗山町におけるこれまでの空家対策について（資料１） 

(2)空家の情報提供のご協力について（資料２） 

(3)がん予防について（資料３） 

(4)出前型政策・施策説明会について（資料４） 

(5)弾道ミサイル発射・落下時の行動について（資料５） 

(6)くりやまキャッチボイスについて（資料６） 

○栗山町健康づくり講演会周知 

４．懇談（自由懇談） 

５．その他 

６．閉会 

 

≪町からの情報提供に関する質疑応答≫ 

質疑：空家対策で 2 点聞きたい。1 点目は、対策の内容で状態が悪い空家、状態の良い空家とあ

るが、基準はあるのか。また、判断は誰がするのか。2 点目は、所有者に対する空家の適正

な管理で「人にやさしい住宅助成金」による耐震改修工事やバリアフリー工事への助成とあ

るが、空家に対して補助を行うということか。 

建設水道課：1点目の件は、空家の状態もさまざまあり、すぐ住めるような空家から屋根も落ち

て倒壊している空家もある。基準があるわけではないが、空家の判定委員会があり、その中

で写真などを見ていただきながら説明し、現地にも行って所有者に対して指導をした方が良

い、指導・勧告・命令が必要な特定空家に認定した方が良いなどの判断をして対応している。

2 点目の住宅助成の件だが、耐震、バリアフリーだけではなく解体の補助もある。かかった

工事費の 20％までで上限が 20 万円となっている。空家を持っている所有者が、お金がない、

すぐにはできないという場合に、助成金の説明をして解体を促している。 

質疑：解体の補助というようにした方が良いのではないか。 

建設水道課：空家に対して耐震やバリアフリーが使えないわけではないが、どちらかというと解

体の方が多いと思う。 

質疑：角田地区で状態が悪い空家や良い状態の空家がどのくらいあるのか。 

建設水道課：全体の件数は把握してきていないが、町全体で特定空家は 8件ある。角田地区にも

特定空家が 1件あり、関係者に対応してもらうように取り組んでいる。 

質疑：住んでいなくても良い状態の空家は何件か思い当たりがある。 
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建設水道課：町全体で 240 件程度把握しており、角田地区も数件あると思うので来年、連合会長

に角田地区の空家情報や地図を提供して状況をつかみたい。 

町長：見るからにひどいところは連合会からも要請が来ており、対応もしている。その他に（空

家が）出てきていれば、連合会として話をしてもらい対応を考えていくことになる。 

質疑：昨年のまちづくり懇談会でも話題になったが、東京に住んでいる（空家の）持ち主の方と

連絡を取り合っているということは聞いていたが、その後は進展していないのでは。 

町長：かなり進展している。先日も連合会で要請に来られた際に話をしたが、2 回ほど上京して

兄弟の方（1 人）と話をさせてもらい内容も理解していただいている。ただし、その方だけ

で判断することにはならないので、兄弟や関係する方と情報を整理してもらうように進めて

いる。回答待ちの状況だが、できるだけ早い時期に整理できればと思っている。空家の対策

はできるところから行っているのでご理解願いたい。 

質疑：弾道ミサイル発射・落下時の行動で、町として避難訓練などの取り組みを考えているのか。 

総務課：8 月 25 日のミサイル発射の時は、5:58 にミサイルが発射され J アラートなどにより情

報が確認されたのが 6:02、本道を通過したことが告げられたのが 6:07 で、その間の時間は

5 分しかないので、その時間でできることとなると訓練をして対応するという時間はない。

資料にある弾道ミサイル発射・落下時の行動を周知することが有効だと考えている。 

質疑：弾道ミサイル発射時、テレビなどで情報発信されていたし、道内で避難訓練を行ったとこ

ろがあるような報道もあってそれを見た高齢者が「空襲警報を思い出した」という話を聞い

た。弾道ミサイル発射・落下時などでは回答にあったように避難訓練をしても間に合わない

し、書いてあるような行動は簡単ではないと思う。国からの要請もあり周知しなければなら

ないと思うが、不安をあおることにもなると思うので慎重に進めるべきではないかと思う。 

  それから、弾道ミサイルが発射された、落下したという情報発信だけではなく、なぜこのよ

うなことが起きるのか、起こさないためにはどうしたら良いのかということを子どもたちも

含めて考えたり、学習したりすることも必要ではないかと思う。 

町長：避難訓練などで集まっている人たちに、建物の中に避難させるなどということはできない

ので、どのような状況でも（弾道ミサイル発射・落下の）情報が発信されたら避難すること

を周知することが大事だと思う。ただ、住民を含めた形では難しいが、弾道ミサイル発射・

落下時に災害対策本部や関連組織などが、どのように対応していくのか、住民への周知徹底

をどうしていくのかということは進めていかなければならない。また、ミサイルが相手なの

で、実際には住民が対応できることは資料に書かれている行動しかないと思うし、行政体だ

けで対応することはできない。国や北海道としてどのように対処するのかということが重要

だと思うし、これから情報も出されると思う。 

質疑：弾道ミサイルが発射された、落下した際にどうするのかを考えなければならないが、ミサ

イルを発射させないためにはどうするのかということも、国や北海道に考えてもらうように

発信していくことが大事なのではないかと思う。 

町長：もちろんそのように思っている。国なども国民の安全・安心のために論議している。 

 

≪懇談内容≫ 

質疑：トマトジュース 365 チャレンジの件で、参加した方にそれぞれ結果を知らせているのか。

それとも、講演会で話されるのか。 
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保健福祉課：この取り組みは、町と東京医科歯科大学の協働プロジェクトとして、平成 27 年か

ら 28 年の 2年間、町民の皆さんに協力をしていただき、200ml のトマトジュースを 1年間飲

んでいただいて、健診の前と後の結果データを調査するもので、約 500 人の方にご協力をい

ただいた。調査研究ということで、結果について個人への通知はしていない。講演会で 2年

間の結果などを、調査や効用分析の中心となっていただいた寺内公一教授から報告し、合わ

せて調査への協力のお礼ということで 11月 19 日に開催する。くりやま健康マイレージポイ

ントの対象事業にもなっているので、ぜひ、近所の方を誘って参加していただきたい。 

質疑：ホームページの件で、毎日見ていて気になるのが、トップページにイベントカレンダーの

内容。町でイベントは何をやっているのだろうと思って見るが、内容がすごく少ない。まち

のニュースには、例えば 3日に芸能祭を行ったし、はじめてのおつかいもあった。ふれあい

広場も開催されたことも掲載されていた。こうした内容は、イベントカレンダーには一切入

っていない。今後、イベントカレンダーに掲載してもらうことはできないだろうか。懇談会

の日程もカレンダーに取り入れてもらうことはできないだろうか。懇談会はいつだったのか

と思って見ると日程が出ていない。ホームページが活用されているので入れてもらうとあり

がたい。リンクができなくてよいと思う。 

総務課：ホームページのシステム上、現状は情報を流した際に連動して設定されていて、情報が

載らないとイベントカレンダーに掲載されない形になっている。情報は多くの方に来てもら

うことが必要なので、早急に改善していきたい。 

質疑：今朝の新聞に長沼町の小学校統合の話があったが、町ではどういう状況なのか教えていた

だきたい。 

教育長：現在、町で子どもたちの推移を調査している。角田小も含めて数は確実に減っていると

いう状況。平成 30 年度から 35 年度で 70 人ほど減るのが現実。しかし、角田地区・継立地

区はほぼ横ばい状態が続く。現段階では急ぎで統合することは考えていない。いろいろな問

題を考えている。授業に差しさわりないだろうか。子どもたちの活動に負の影響がないだろ

うか。今の取り組みとして、複数の小学校が合同でさまざまな授業、催しを行っている。去

年、小学校低学年のボール競技で 1年生が 6人になったときに、ドッジボールがやりたくて

もできないことがあった。そこで学校内では 1年生と 2年生合同、または 1年生同士で年間

2 回、合同で授業を行っている。小さな規模の学校はメリットも多い。このことを最大限に

活用しながらデメリットをどう補うかを考え、様子を含め地域の方からも状況の意見を聞か

せていただきながら今後進めていきたい。しかし、いつまでもというわけではない。子ども

たちの活動がうまくいかないのであれば保護者からも、その段階で統合ということを投げか

けすることがあると思う。それまで可能な限り、地域の方々に支えてもらっているので、統

合する考え方で進めている現状はない。 

質疑：1 つはフッ化物洗口の件。継立小が道の指定を受けてから 6年が過ぎて、未だに続いてい

る状態。なぜ継立小が道の指定を受けたのか。栗山の子どもたちの中で虫歯が多い。そうい

う観点から受けた。その後、翌年から角田小、栗山小と増えていった。フッ化物洗口は賛否

両論あり、虫歯にならないという歯医者もいるが、フッ素は危険な薬物なのでそうでないと

いう意見もある。その中で未だに続いているということを実は危惧しているが、その中の一

つに、平成 23（2011）年に初めて角田小に入るときのこと。実際に入ったのは平成 23（2011）

年 2月からで、岩見沢保健所の主任に対して、ある教職員が栗山の子どもたちの中で虫歯が
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ある平均は 4.8 本だが、6 年後はどうなるのかという質問をした。保健所はたぶん半分にな

るという回答であった。その後、どこかで 4.8 本が 6年後にどうなったかという調査はして

いるのかどうか。4.8 本より増えているのか。虫歯のとらえ方は治療をしていても虫歯。6

年後にほぼ半分になっている講師から返事が来た。どんなことでもいいから教えていただき

たい。 

2 つ目にフッ化物洗口の予算。キャッチボイスで考えを出して返事ももらっているが、ま

ちの予算を号外で見たが、フッ化物洗口にこれだけ使いますという金額があったが、キャッ

チボイスを出した次の年から項目がなくなっていた。次の年からたぶん、医療・保健・福祉

の予算の 3「児童福祉」の子どもの中に入ってしまったのではと思うが、その辺どうなって

いるのか。その中に予算化されているのが 140 万円ほどだった。治療費が入ってのことだと

は思うが、わかれば平成 28（2016）に年洗口にどのくらいかかっているのか教えていただき

たい。  

教育長：フッ化物洗口が平成 23（201）年に角田小に入った時に校長を務めていたのは私。心配

としては本当に大丈夫なのかということ。虫歯の本数は、実際に 6年後に数を数えたかとい

うことだが、洗口を希望された方とされていない方がいること、学校で行う調査は全員に対

して行うことなどがあり、虫歯の増減などの状況は把握していないが、全体としては確実に

減っているという話をもらっている。フッ化物洗口をしている子どもとしていない子どもと

の比較はしていない。その点は難しいと思う。金額は把握していない。フッ化物洗口は強制

ではなく、希望された子どもたちに実施。今後も続けさせていければと考えているのでご理

解いただきたい。  

教育委員会：フッ化物洗口の実施率は、全児童数の 68%から 73%。あくまで希望ということで実

施している。  

保健福祉課：4、5歳児は、めぐみ幼稚園、いちい保育園、まつば保育園で実施している。予算は

ここの部分のことを言われているのだと思う。実施は 4歳児が平成 28 年度で 89.1%、5 歳児

は 91.5%。年ごとで多少の増減はあるが、保護者の承諾を得て行っている。今後も強制では

なく協力・要望されている方にしっかりと説明して理解していただきながら進めさせていた

だきたい。  

意見：メリットとデメリットの両方を説明してほしい。また、説明会もないとのことなので、資

料として情報を添えて案内を出しきちんと説明会をしてほしい。説明会がないのであれば、

それなりの情報を入れてほしい。フッ化物洗口にあたっては、うがいの練習を。劇薬も入っ

ているので、飲み込むと危険。集団で保育所や学校で行うのであれば親は安心する。フッ化

物洗口を受けた子どもの中から虫歯が出た。フッ化物洗口をしていれば虫歯にならないとい

うことなはいと思った。この先、何事も起こらないことを期待する。 

質疑：町長が海外の視察に行っていることが、議会の質問でわかった。町の予算で言っているの

か自費で行っているのか。行くことがダメだというわけではなく、行かれたことで何か町民

に報告なり、まちづくりに反映されているのかどうか。今年、海外視察が実現しているので

あれば、どのような視察をされたのか教えてほしい。まちの中を見る目が変わるかもしれな

い。 

町長：海外には 4、5 回行っている。先進地の環境から産業、教育、福祉関係などさまざまな分

野の視察をしている。日数があるので、各国の力を入れていることも視察している。フィン
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ランドには、介護福祉学校とフィンランド（の学校）との 20 周年記念で訪問した。海外研

修は職員の研修も兼ねている。これからの農業の中では、ぶどうの栽培もぜひ取り組みたい。

一昨年訪問した都市では、都市再生を住民参加で行っている。実際に中心となっている方々

との交流もした。日本人が居住していて市の開発分野の課長をやっている方と話もさせても

らった。実態をデータで送っておいて意見を聞くということもしている。議会関係では、議

長と市長を兼務しているところもあり、何十万都市で議員 5人というところもあった。これ

からもいろいろな分野を視察したいし、職員も勉強している。視察を踏まえて対策も進めて

いる。ホームページにも 50 ページほどの報告を載せて公開している。見ていただければ理

解もしていただけると思う。 

質疑：ホームページがないので、できればそのような人にも情報発信するということで広報にで

も書いていただければと思う。 

町長：空家対策も海外視察の成果だと考えている。海外では歴史上の建物などを活用している。

どこの国も空家はある。一つ一つ対策して取り組んでいきたい。 

質疑：市街地でセイコーマートとの契約をしたようだが、角田には一つも店が無くて困っている

ので、何とか角田に誘致をしてほしい。 

町長：閉会のあいさつでも触れようと思ったが、連合会からも要請があり、今盛んに話しを進め

ている。駅前も最後の都市再生街路事業で近代化を進め、これが 30 年度から始まる。国交

省などに単独で要請している。街路事業は、住民参加で論議を相当な回数実施して提案する

など、道の事業の中に入れてもらっているので、おいていかれていないと思う。町の形成を

変えるには、ネックになっていることを解決していかなければ進まない。角田地区の周辺整

備は、跨線橋がなくなること角田地区と栗山市街地の距離感が相当様変わりしたし、今後の

整備も栗山市街地に角田も入っているような計画も立てていく。また、工業団地の整備では、

跨線橋があることによって幹線道路が入れられなかったが、今後は工業団地も道路と団地が

結びついた中での分譲地構想を立てている。それと栗山市街地に向かって左側の土地の活用

は、早くから角田から 200m、市街地から 100m を白地＝農用地区域外にした。昭和 47年に指

定をし、跨線橋を撤去することによって、ヤンマーが進出し、今後もどんどん変わっていく。

栗山発祥の地なので、なかなか手をかけにくい。跨線橋の撤去や曙団地の改修などで、ある

程度のものができつつある。空家の問題も含めてそれぞれ相当様変わりすると考えている。

国道も力を入れて要請している。年次ごとの計画で 3 年も経てば相当変わるのではないか。

バイパスができると周辺の土地利用計画も進み、2 車線でもしっかりしたものができると思

うがもう少し時間がかかる。先日、石井国土交通大臣も来町され、公園の前や工業団地前と

角田地区も見てもらった。しつこくしっかり要請しないと忘れ去られるのでどんどんやらせ

てもらっている。コンビニエンスストアの関係も早く実現させたいと思う。曙団地もできる

と、大型車が止まれるように駐車場を相当大きくしておかないと利用頻度が上がってこない。

これからは採算が取れないと進出は難しいのではないか。時間はかかると思うが、必要なこ

とだし、採算はとれると思う。 

質疑：ごみの分別のことで、この前から 3町内のところに布団が絞られて、いつまでもゴミボッ

クスに置かれている。町内の誰かが出しているわけでないと思うが、茶色の袋を縛り付けれ

ば持っていただけるのか。 

環境政策課：布団などは、袋に入らないものは縛って袋を付けても受け付けないことになってい
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る。発見したときは気軽に環境政策課に連絡してほしい。気になるのであれば伺う。袋に入

らないものは大型ごみとして回収する。 

町長：片付けると出せると思われるので、地域で監視してほしい。 

質疑：3 町内会はごみのモデル地区になっている。だらしないと思われるのが嫌。いつまでごみ

の分別は続くのかを聞かせてほしい。 

環境政策課：平成 36 年よりごみ焼却施設が稼働するので、分別は平成 35 年度いっぱいになる。

時間はかかるがご理解いただきたい。 

質疑：あけぼのストアーにポストがあったが、店舗がなくなるポストもなくなった。曙団地の方

などは郵便局までいかなければならない。コンビニエンスストアなどができるのであればポ

ストの設置もぜひ郵便局にお願いしてほしい。 

町長：可能だと思う。コンビニならば利用率も高くなるので、郵便局は対応してくれると思う。

設置してもらえるように努力する。 

 

（20：05 終了） 


